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　「銀座店」のみの売上高対前年増減率（％）を表記いたしております。
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株式会社 松 屋　2020年12月売上速報

※数値は速報値ですので、毎月中旬に発表する確定値と誤差が生じることがあります。

銀座本店 -26.7

※ 上記「銀座本店」の数値は、「銀座店」と「浅草店」両店計の売上高対前年増減率（％）を表記いたしております。

店　名

　「浅草店」のみの売上高対前年増減率（％）を表記いたしております。

概　　況

浅草店

※ 「2020年12月売上報告」は、2021/1/12（火）15時の開示を予定しています。

銀座店 -27.8

  12月の銀座店は、年始初商の密を回避するため、年末より福袋・クリアランスセールを展開、また、「イエナカ消費」「巣ごもり需要」
が一層加速し、リビング関連やクリスマス商戦における食品部門が活況を呈した等、「新しい生活様式」を反映した師走の商売とな
りました。また、銀座店の強みとなるラグジュアリーブランドが大幅な伸び（免税を除いた国内のお客様の売上高は、前年に対して2

割増）を示し、館全体を牽引しました。しかしながら、国産アパレルを軸とした衣料品の不調、また、新型コロナウイルス感染症の再
拡大とGo To トラベルキャンペーンの一時停止も要因となり入店客数が減少（前年に対して約3割減）、さらには、インバウンド売上

の消失も加わり、12月の売上高は前年に対して26.7％の減少となりました。

12月の浅草店は、主力となる食品の生鮮三品が苦戦し、館全体の売上高も前年を下回りました。


